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● 就任のご挨拶
● 平成21年度事業計画をお知らせします
● 千代田統括支部 組織図
● 新規入会者懇談会を開催
● 政連だより　　　　　ほか
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　この度、新たに誕生しました千代田統括支部の統括支部長に就任しました半沢公
一です。東京都社会保険労務士会の支部再編により従来の千代田・中央支部が分
割され、千代田支部が誕生しましたが、千代田支部＝千代田統括支部（単一統括支
部）ということになりますので、千代田支部の支部長も兼務いたします。約1,100名の
会員を抱えるマンモス支部であり、その責任の重さを痛感している次第です。
　千代田統括支部の運営については、今までの千代田・中央支部と比較すれば予算
規模が若干縮小しますが、予算の効率的な使用により今まで以上の活動をするよう
に努めます。
　社会保険労務士制度は、昨年40周年を迎えました。本年度はさらに一歩前進し、
飛躍し、次なる50周年に向けたスタートの年となります。新生・千代田統括支部にお
きましても、このような流れの中で、企業を含め、多くの労働者、そして国民の利便の
増進に応えられるように、積極的かつ確実な事業展開を目指していきます。
　支部の役員、そして多くの会員の皆さんのご協力をいただき、これから２年間の任
務を着実に運営していきたいと存じます。何卒、よろしくお願い申し上げます。

　千代田・中央支部政治連盟は、第23回定期大会を最後に千代田は存続団体とし、名称を変更
し、千代田統括支部として第１回定期大会が４月16日開催されました。私はこの大会で、統括
支部会長として選出されました。２年間よろしくお願いします。
　政連の規約は、中央支部会長の玉田前千代田・中央支部会長と、千代田統括支部副会長の髙
根前幹事長のご尽力により整備され、議案書にて提案されました。お二人には、心から感謝申
し上げます。
　さて、昨年の金融危機に端を発した経済状況と、衆参ねじれ現象による政治状況は、私達に
大変厳しい影響とチャンスを与えております。年金、医療改革は待ったなしです。これらの
社会保障分野での唯一の国家資格者たる、社会保険労務士の出番が行政や各議員から求めら
れています。
　私は10年前にも支部会長を経験しましたが、この間、社会保険労務士の社会的地位は大き
く向上し、政治連盟が果たしてきた役割は大変大きかったと思います。
　７月に都議会議員選挙、８月には衆議院議員選挙が予定されています。皆様には、選挙活動
へのご支援ご協力と、政連会費の納入をお願いし、就任のご挨拶といたします。

　今期、開業部会長を仰せつ
かりました大畑雅弘と申しま
す。前期は、開業副部会長とし
て公務に就きましたが、今期は
千代田統括支部元年、新体制
の幕開けですので、心機一転
新しい方向性で会員をバック
アップしていきたいと考えて
おります。
　今期の開業部会としまして
は、事業計画にも明記されてい
ますが、①関係行政の協力事
業に加え、より一層関係を密に

して存在感をアピール、②他士業および関係団体とのコラボ
レーション、③他支部の会員との交流による情報交換を基本
姿勢として幅広く事業に取り組んでいきたいと思います。
　開業部会は、総勢９名で活動していきますが、皆様のきた
んのないご意見、ご要望ならびにご提案をいただければ前向
きに検討してまいりますので、何卒皆様のご協力をお願い申
し上げます。

　千代田・中央支部が分割し、
新たに発足した千代田支部お
よび千代田統括支部の副支
部長および勤務等部会の初代
部会長を仰せつかりました。
分割により発足しましたが、
1,100名を擁すると共に東京会
の中心となる大統括支部であ
りますので、支部再編成後もス
ムースな事業運営が成される
よう努めてまいります。
　勤務等会員の所属する企
業・団体の多くでは、昨年来の

世界的な金融危機と景気の低迷により、厳しい経営状況下に
あることと思います。特に、人事労務の現場では、雇用の維
持に苦慮している所であり、まさしく社会保険労務士の出番
と考えます。事業の存続と雇用の安定化のバランスを考え
た提案を是非行っていただきたいと願っております。
　会員の皆様には、今後とも支部事業にご協力いただきます
よう、お願い申し上げます。

千代田統括支部長
兼 千代田支部長

半沢　公一

開業部会長 兼 統括副支部長

大畑　雅弘
勤務等部会長 兼 統括副支部長

浅香　博胡

統括副支部長
東京都社会保険労務士会政治連盟

千代田統括支部会長

恩田　和明

就任のご挨拶
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　今年度からスタートした、
千代田統括支部の役員に加え
ていただきました。前期に引
き続くお役目ですが、統括支
部という新しい組織がうまく
機能するよう、微 力ながらお
手伝いができたら、と思ってい
ます。
　東京会でも引き続き勤務等
部会長を仰せつかりましたの
で、当統括支部におかれても、
よろしくご支援くださるよう
お願い申し上げます。

　最後に、会員の皆様には、紛争解決手続代理業務試験の受
験をお願いし、資質向上のため、積極的に資格取得にご労力
くださるようお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさせて
いただきます。

　統括副支部長を仰せつかり
ました、永井です。
　旧支部においても副支部長
を務め、微力ではありますが、
支部発展にご助力させていた
だきました。
　私は勤務社会保険労務士
として支部活動に参加してお
りますが、いつも思うことは、
まだまだ勤務社会保険労務士
の皆さんの支部事業への参加
が少ないということです。
　今年は、一人でも多くの方

が参加できる環境を作り、支部活動を再認識してもらうとと
もに、社会保険労務士制度の周知と発展に努めてまいりた
いと思いますので、よろしくお願いいたします。

　職安担当副支部長兼総務委
員長を仰せつかりました、味園
公一です。よろしくお願い申
し上げます。
　職安担当の仕事は、会員の
皆様と行政との橋渡しです。
すでに高林所長をはじめ、幹
部の方々との挨拶を済ませて
いますので、職安に対するご
意見ご要望があれば、私まで
ご一報ください。
　また、総務委員長としては、
千代田・中央支部総務委員長
の経験を活かし、より良い支部

運営を目指していきます。特に、今期より、支部の例会・研修
会の運営は、研修委員会の協力のもと全て総務委員会が行う
こととなりました。新しい支部ですのでいろいろな施策を試
して、皆様が積極的に支部活動に参加していただけるよう、
委員一同努力してまいります。

　支部再編に伴い、新たな千代
田統括支部のスタート時点で
副支部長に就任いたしました
ことは、大変身の引き締まる思
いがいたします。
　これを機に、再度千代田統括
支部がさらなる発展をしていく
ためには、何が必要かを全会員
が考える良い機会と思ってい
ます。そのためには、一人ひと
りが社会保険労務士としての
専門的知識の向上心と同時に、
支部会員としての意識を高く
持ち、会員同士の繋がりをさら

に深めることが大切だと考えています。そのためには統括
支部としてどうあるべきかを私も一会員として問い続けて
いきたいと思っています。
　微力ではありますが、最善を尽くしていきたいと思います
ので、皆様のご指導・ご協力をどうぞよろしくお願いいたし
ます。

　会員の皆様におかれまして
は、益々ご清栄のこととお慶び
申し上げます。この度、千代田
社会保険事務所担当副支部長
を仰せつかりました。
　社会保険庁改革により、来
年１月には日本年金機構が発
足し、千代田社会保険事務所
は、年金事務所として新しく
生まれ変わります。このよう
な変革の時期に職を仰せつか
り、身の引き締まる思いです。
　行政との連携を密にし、支

部会員の皆様のご協力をいただきながら、行政協力等に効果
的に対応していきたいと思っております。
　半沢支部長の下、他の役員の皆様と協力してスムースな支
部運営がされますよう、微力ながら努めてまいります。
　何卒、ご支援とご協力をお願い申し上げます。

就任のご挨拶

統括副支部長

浅岡　純朗

統括副支部長

永井　常男

統括副支部長
（飯田橋公共職業安定所担当） 

兼 総務委員長

味園　公一

統括副支部長
（千代田社会保険事務所担当）

小松　紀子

統括副支部長
（中央労働基準監督署担当）

椎野　登貴子
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　この度、研修委員長の職を仰
せつかりました酒井裕樹です。
　千代田・中央支部では、長い
間研修副委員長を務めさせて
いただきました。
　新体制での研修会は、すべて
研修委員会で企画・実施等を行
なうことになりましたが、法律
改正、労務管理上の問題点等の
実務的な内容と併せて、近年の
社会の変化に対応するような
内容など、様々な視点から研修

会を企画したいと思っています。皆様からもご意見を頂戴
できれば幸いです。
　より多くの会員の皆様に参加していただける研修会を目
指し、研修委員一丸となって役務に精進していく所存です。
　これからの 2 年間どうぞよろしくお願いいたします。

　前回に続き、再びＩＴ委員長
を拝命いたしました。３年目に
突入です。
　今回は、千代田・中央支部の
分割ということで、初動の段階
でホームページ等の更新や訂
正があり、会員の皆様には大変
ご不便をおかけしてしまいまし
た。これからは、さらに「見やす
い」「使いやすい」をテ－マに、
支部会員の情報の場としての
ホ－ムページを作成していく所

存です。もちろん、公開して良い情報と公開してはならな
い情報を厳格に区別し、支部の情報をしっかり管理してい
くことも大切に考えております。
　1,100人を超える会員数に比べ、メ－ルアドレスの登録者
数が633人と、未だ4割の方が未登録の状態です。メ－ル配
信を活用することによって、支部の配送費が低減されると共
に、東京会や支部からの「お知らせ」をいち早く皆様にお伝え
することができます。ＩＴ委員会としましては、これからも
メ－ルアドレス登録を推進してまいりますので、ご理解とご
協力をよろしくお願いいたします。

　広報委員長を仰せつかりま
した、青山弥生です。若輩者
ではございますが、若さを生
かして会員の皆様と統括支部
との橋渡しをしていきたいと
考えております。
　広報委員会は、戸室康廣副委
員長をはじめ開業５名、勤務
等６名の総勢 11 名でスタート
しました。統括支部会報にお
いて多くの会員を紹介し、ベ
テラン会員から新入会員まで

興味を持っていただける情報を発信したいと思っています。
会報を読み、支部活動に参加して知り合いを作るきっかけ
になれば嬉しいです。
　また、社会保険労務士のＰＲ活動についても、新たに広
報委員会が携わることになりました。具体的にどのような
活動ができるのかを検討するのはこれからです。皆様から
お智恵を拝借できれば幸いです。
　２年間、ご支援よろしくお願い申し上げます。

就任のご挨拶

研修委員長

酒井　裕樹

ＩＴ委員長

森　俊介

広報委員長

青山　弥生

　今般、新生「千代田統括支部」
の厚生委員長を仰せつかりま
した。
数多くの会員の皆様が積極的
に参加し、親睦を深めていただ
けるような交流を図る場を提供
する事業が、厚生委員会の役目
であると思います。
　昨年度までは、支部の会員の
皆様も多数厚生行事に参加さ
れてきましたが、支部が再編さ
れた今年度以降、千代田支部単
独で運営をしなればならなくな

りました。
　厚生行事の円滑な運営は、多数の会員の参加なくしてはで
きません。会員皆様の積極的な参加をお願い申し上げます。
　厚生委員会一同、知恵を出し合いながら一生懸命頑張りま
すので、何卒よろしくお願いいたします。

統括副支部長
（千代田区役所担当）

 兼 厚生委員長

髙根　祐司
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私達の千代田支部は、東京都社会保険労務士会の支部再編に伴い、従来の千代田・中央支部が２つに分割され、新たに誕生
しました。平成21年4月末現在、1,101名（開業会員295名、法人社員55名、勤務等会員751名）の会員を有するため、
千代田支部は、「１支部＝１統括支部」となり、支部の事業運営は、そのほとんどが統括支部の事業運営と同一となります。

平成21年度

⑴東京会との連係を密にし、開業会員と勤務等会員に隔た
りがないように正確な情報を提供し、社会保険労務士と
しての地位向上・職域拡大を目指す。

⑵会員による自発的・自主的な支部組織の運営を目指す。
⑶会員の法律知識と実務能力の向上・充実を図るための研

修会等を企画・実施する。
⑷統括支部会報・統括支部ホームページ等を通じて、身近

な情報、役立つ情報の提供を行う。
⑸統括支部ホームページ及びメールを活用して、迅速かつ

低廉な連絡を目指す。

⑹関係行政機関等への協力に加え、日常的に連絡を密に
し、交流を深め、相互協力の下で社会保険労務士の存在
をアピールしていく。

⑺関係団体や他士業団体との情報交換や交流を進め、タイ
アップした活動の企画を目指す。

⑻福利厚生事業や体育活動の支援により、会員相互の親
睦、コミュニケーションのとれた健康的な会員交流を目
指す。

⑴組織の強化対策事業
①例会（会員全員が対象の会議）を、年10回程度開催する。
②他の統括支部や支部との交流による情報交換や好事例の研

究を目指す。
③会員に対する情報伝達手段を統括支部ホームページおよび

電子メールを原則とし、全会員のメールアドレス登録を目指
す。その他支部組織の充実強化に必要な事業を行う。

⑵資質の向上対策事業
①会員の資質や知識を向上させるための研修会を企画し、年10

回程度開催する。
②会員相互の知識と知恵の共有を図るため、事例研究等を通し

て、真に実務に役立つ研修会を企画、実施する。
③新入会員の職業意識や支部活動に対する意識を高めるため

の研修会等を企画する。
④電子政府に対応するため、パソコン利用の習熟と、電子申請

業務ができる環境整備をサポートする。
⑶広報活動事業

①統括支部会報を年3回（4月、7月、1月を基本とする。）発行する。
②研修会、統括支部ホームページ、電子メール等を通じて、会員

に対し、必要な情報の提供を迅速かつ低廉に行う。
③東京会等と連携し、当統括支部活動を対外的にも広報する。
④社会保険労務士を広く国民に PR するための活動を行う。

⑷関係行政機関等への協力事業
①千代田区役所　社会保険・労働相談 相談員の派遣
　		 4月～（毎月第２火曜日）
②千代田区役所　年金課 相談員の派遣	 4月～（毎日）
③千代田区役所　労務監査担当者の派遣	 秋～翌年3月
④千代田社会保険事務所　年金相談員の派遣	 4月～（毎日）
⑤東京商工会議所　相談員の派遣	 6月～7月（毎週水曜日）
⑥東京労働局・中央労働基準監督署
　	臨時労働保険指導員の派遣	 6月～8月
⑦無料街頭相談会の開催	 10 月
⑧中央労働基準監督署	 12 月
　労働保険新規加入事業場説明会 講師及び相談員の派遣

⑸関係行政機関等との交流事業
①地域の住民及び労働者に対して社会保険制度の理解を深め

るため、講師・相談員等の派遣を関係行政機関に働きかける。
②関係行政機関と相互協力の下で、社会保険労務士のアピール

に努める。
⑹福利厚生事業

①会員の福利厚生の一環として文化体育活動を実施する。
②各種同好会の育成を図り、広報活動等により支援する。

事業計画をお知らせします !

例会・研修会
平成21年	  5 月15日㈮
	  5 月27日㈬
	  6 月 4 日㈭
	  8 月27日㈭	昼・夜
		  必須研修会
	  9 月17日㈭	夜
	 10月22日㈭→10月19日㈪
	 11月12日㈭	 昼・夜
		  必須研修会

平成22年	  1 月19日㈫
	  2 月18日㈭
	  3 月18日㈭
幹事・監査・顧問会議（統括支部役員会議）

平成21年	  5 月15日㈮
	  8 月 6 日㈭	夜
平成22年	  3 月18日㈭
	  4 月15日㈭
統括支部会議

平成22年	  1 月28日㈭
	  4 月15日㈭

管外研修旅行
平成21年	 10月2日㈮〜3日㈯
ボウリング大会

平成21年	 11月〜12月
賀詞交歓会

平成22年  1 月19日㈫
新規入会者オリエンテーション

平成21年	 9 月
平成22年	 2 月〜 3 月

1　今年度の基本方針

2　具体的な事業

3　千代田統括支部（千代田支部）の開催予定	 ※日程は変更することがあります。
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委 員 長
味園 公一
副 委 員 長
朝比奈 睦明
石原 美由紀
長森 信行
委 　 員
相原 勇二
大塚 義巳
工藤 秀吉＊  
協 力 委 員

雨宮 功
伊藤 晃子＊
大城 敦子
柏木 寿人
金山 驍＊
菊地 正範＊
春原 繁
深井 暖＊
深田 康弘
三浦 佳恵＊
山本 容子＊

委 員 長
酒井 裕樹
副 委 員 長
今泉 浩史
委 　 員
家村 啓三  
石澤 清貴＊
寺尾 勝汎
協 力 委 員
岩﨑 仁弥＊
岡崎 和光
中尾 美香
中西 恵津子＊
細川 宏美　  
横山 玲子

委 員 長
青山 弥生
副 委 員 長
戸室 康廣
委 　 員
大野 剛一郎
加藤 孝
川澄 佳美
協 力 委 員
新井 利明＊
市村 公頼＊
伊東 文子＊
嶋倉 貞男
清家 武彦
野瀬 一司＊

委 員 長
髙根 祐司
副 委 員 長
段下 正志
協 力 委 員
伊藤 千紗＊
増田 瑞恵
橋本 敬司
松本 千賀子＊
山本 奈央＊
横尾 直子

委 員 長
森 俊介
副 委 員 長
鈴木 啓之
委 　 員
小林 幸雄
協 力 委 員
小谷 富士子＊

部 会 長 大畑 雅弘

副部会長 酒井 典子

委　 員 小室 豊　　  藤元 利澄

協力委員
青木 哲郎＊ 石本 剛＊
大野 ゆかり 下斗米 裕英
森下 健一

部 会 長 浅香 博胡

副部会長 浅岡 純朗　 永井 常男

委　 員
相原 勇二　 青山 弥生
大塚 義巳　 川澄 佳美
工藤 秀吉＊

協力委員

新井 利明＊ 市村 公頼＊
伊藤 千紗＊ 岩﨑 仁弥＊
清家 武彦　 中尾 美香
野瀬 一司＊ 山本 奈央＊

千代田統括支部 組織図

＊印は、初めて委員･協力委員に就任した会員

半沢 公一

新堀 英行

大畑 雅弘
（開業部会長）

浅岡 純朗
（勤務等副部会長）

浅香 博胡
（勤務等部会長）

小松 紀子
（千代田社保担当）

椎野 登貴子
（中央労基署担当）

永井 常男
（勤務等副部会長）

恩田 和明
（政治連盟担当）

髙根 祐司
（千代田区役所担当）

味園 公一
（飯田橋職安担当）

仲野 三郎 相馬 誠一 金綱 久夫

 柏木 弘文 石原 健三 古川 泰一郎

加藤 恒男 藤田 脩統括支部長 監　　　査

顧　　　問

統括副支部長

開業部会

総務委員会 研修委員会 広報委員会 厚生委員会 ＩＴ委員会

勤務等部会
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新規入会者懇談会が開催されました！
　毎年恒例の新規入会者懇談会（平成 20 年入会者対象）が、平成 21 年 2 月 25 日にお茶の水ホテル聚楽におい
て開催されました。吉瀬君江千代田・中央支部長の挨拶に続き、東京都社会保険労務士会の柏木弘文副会長
から東京会の活動を説明していただき、その後、寺田晃副支部長および小松紀子厚生委員長のお二人に、社会
保険労務士の資格取得後から現在に至るまでの体験談をお話しいただきました。
　今回は、勤務等会員の参加がとても多く、「社会保険労務士の仲間を作りたくて参加した」「開業社会保険労
務士と知り合いたい」「企業内で専門家として活躍したい」という方が大勢いたのが印象的でした。
　それでは、参加者から寄せられたメッセージの一部をご紹介します。	 （役職は、当時のものです）

●人に喜んでいただける仕事を！と思って社会保険労務士
の資格をとりました。世の為、人の為に頑張っていこうと
思っています。	 【市村公頼・勤務等】

●日々、勉強の毎日ですが、先輩方が築いてきた実績を汚さ
ないように、がんばっていきたいです。	 【井上新・開業】

●平成20年9月に新宿支部から千代田・中央支部に移動して
きました。経営の視点から人事労務のサポートをさせて
いただいております。今後とも宜しくお願いいたします。

		  【金山驍・開業】 

●２年にわたった受験勉強と合格後の支部の研修等を経て、
多くのことを学び、多くの方々と出会って、視野が広がり、
自分の仕事に対する考え方が変わりました。これからも
会社と社員の間で「公正な立場で」「誠実に」仕事をしてい
きたいです。	 【鎌田ひろ美・勤務等】

●まったく“ゼロ”からのスタート！　今後自分がどうなって
いくのか自分自身楽しみです。これからどんどん経験を
積んで、成長していきたいと思います。	【菊池正典・開業】

●お酒が大好きです！！　初心を忘れず日々精進していき
たいと思っておりますので、今後ともご指導の程、よろし
くお願いいたします。	 【酒井洋子・勤務等】

●私は会社員でありますが、人の役に立つ男になりたいとい
う思いで開業しました。今後ともよろしくお願いいたしま
す。	 【深井暖・開業】

●好奇心旺盛で常に新しいことにチャレンジすることが好
きです。また何かを始めたら、食事も忘れて熱中してし
まう方なので、これからは息抜きもしながらマイペースで
やることも心掛けていこうと思います。	 【匿名・開業】

●多くの先輩方にお会いできること、たくさんの経験を伺
い、少しでも自分の糧にできる機会を持てることを楽し
みにしています。	 【伊東文子・開業】

●支部主催の研修会を通じて、知識を深め開業に向けてが
んばっていきたい。	 【江川明豁・勤務等】

●支部主催の研修会等に積極的に参加させていただきな
がら、広範囲で頻度の高い社会・労働関係の法改正にも
Updateに対応していけるようになればと思っております。

		  【工藤洋美・開業】

●将来、年金相談員として活躍したいと思っておりますの
で、その為の研修を開催していただきたいと希望いたし
ます。	 【小林美重子・勤務等】

●研修によるスキルアップと新たなネットワークづくりに期
待しております。できるだけ多くの行事に参加したいと
思います。	 【田村隆一郎・開業】

●千代田支部は、研修制度が充実していると聞いています。
この制度を活用し、レベルアップをしたいと思います。

		  【松本千賀子・開業】

●先輩方との交流ももちろんですが、同世代の仲間をつく
りたいと思っています。	 【脇田真理子・勤務等】

		  （敬称略）

  ● 支部活動に期待すること！等

  ● 自己ＰＲ！
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　昭和43年6月3日法律第89号として「社会保険労務士
法」が成立し、支部会報に関しても幾多の変遷を重ねて
きました。
　昭和46年11月から昭和51年7月まで17号にわたり「社
団法人東京都社会保険労務士会 中央支部会報」が発行
されました。
　次に、昭和52年7月から昭和54年2月まで5号にわたり

「社団法人全国社会保険労務士会 東京会 中央支会会
報」が発行されました。
　その後、昭和54年12月から「東京都社会保険労務士会 
千代田・中央支部会報」がおよそ30年間の長きにわたっ
て発行されましたが、この度の支部再編成に伴い、平成

21年3月発行の第113号が最終号となりました。
　そして、この度は新たに、青山新広報委員長をはじ
めとして、11名のフレッシュな広報委員により、第４ス
テージの第 1 号になる「東京都社会保険労務士会 千代
田統括支部会報」を、お届けすることができました。
　支部再編のあおりを受け、支部内部の環境も激変し
ましたが、私たちの支部会報に対する意義は、決して変
わらないものと確信しております。
　今後も、さらに中身の濃い斬新な情報等々を盛り込
んで、皆様方にお届けしたいと思っておりますので、よ
ろしくお願いいたします。　

記　戸室康廣

入会年月日 氏 　 名 種　 別

H21.1.01 齋藤　 智明 開　業

H21.1.01 　　　 正伸 勤務等

H21.1.01 鈴木 さやか 勤務等

H21.1.01 須藤　 紀子 勤務等

H21.1.01 松島　 一彦 勤務等

H21.1.01 籔内　 克己 勤務等

H21.1.01 湯川　 祥行 勤務等

H21.1.01 吉岡 祐理子 勤務等

H21.1.01 渡辺 加寿恵 勤務等

H21.1.01 池　 登紀子 勤務等

入会年月日 氏 　 名 種　 別

H21.1.01 木村　 行宏 勤務等

H21.1.01 田中　 潤子 開　業

H21.1.30 緑川　 正人 勤務等

H21.1.30 安原　 陽子 勤務等

H21.1.31 根本　 啓明 勤務等

H21.1.31 和栗　 正枝 勤務等

H21.2.01 島元　 俊二 勤務等

H21.2.01 遊部　　 香 勤務等

H21.2.10 本田 凛太郎 勤務等

H21.2.23 細田 由紀子 勤務等

入会年月日 氏 　 名 種　 別

H21.3.01 黒木 由紀代 勤務等

H21.3.01 澁谷 　美佳 勤務等

H21.3.01 畑山 　晴子 開　業

H21.3.01 重野 　有一 勤務等

H21.3.01 中野 　全康 勤務等

H21.3.11 福本 　珠美 勤務等

H21.3.13 森 　　隆広 勤務等

H21.3.27 尾㟢 　直文 勤務等

H21.3.31 荒川 　和男 開　業

H21.3.31 土田 　眞也 開　業

統括支部会長 恩田 和明

統括副支部会長 髙根 祐司　　大畑 雅弘　　浅香 博胡　　浅岡 純朗

幹事長 家村 啓三 副幹事長 小室 豊

幹事
朝比奈 睦明　石澤 清貴　　大野 剛一郎　　柏木 弘文　　金綱 久夫　　小松 紀子
酒井 典子　   酒井 裕樹　　椎野 登貴子　　相馬 誠一　　段下 正志　　戸室 康廣
永井常男　 　長森 信行　　新堀 英行　　　半沢 公一　　味園 公一　　森 俊介	

相談役 石原 健三　　仲野 三郎　　古川 泰一郎

監査 加藤 恒男　　藤田 脩

顧問 内田 茂（東京都議会議員）　戸張 孝次郎（千代田区議会議員）		

東京都社会保険労務士政治連盟　　千代田統括支部役員名簿

新入会員を紹介します新入会員を紹介します

あ と が き

政 連 だ よ り

菅⻀
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